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装飾詩篇写本《黄金詩篇》1) 研究






 1）第 1 篇「人は幸いなるかな Beatus vir…」の冒頭イニシャル「B」（p. 15）
 2）第 41 篇「鹿が谷川を慕い喘ぐように Quemadmodum desiderat cervus ad 
fontes aquarum…」の冒頭イニシャル「q」（p. 99）
































ガレン修道院図書館 51 番写本 Cod. Sang. 51》研究』7) では、すでに同修道院























金詩篇》のミニアチュール理解のための鍵 Der Schlüssel zu den Miniaturen des













































カール 2 世（禿頭王）の宮廷画派出身の写字生の関与が認められる。22) 詩篇


























れた p.139 から p.141 までの第 59（60）篇の表題挿絵（図 21-23）と、《ユト
レヒト詩篇》の第 59 篇（fol.34r、図 20）を比較分析する。
Ⅱ章：全ページ大イニシャルについての考察












1）第 1篇「人は幸いなるかな Beatus vir…」の冒頭イニシャル「B」（p.15）











































図 3 装飾詩篇写本の一つである。制作年代は 872 年





































のテクスト「IN FINEM PSALMUS DAVID FILIIS
COHRE」が古典古代の写本でよく用いられた文
字体「カピタリス・ルスティカ」で赤く書かれ
図 4 ている。30) 第 41 篇のテクストは、「UEM」のみが
「q」の右側でやや大きく書かれ、それ以降のテクストは「q」の縦のシャフ
トによって完全に分断されてしまっている。続いて「q」のイニシャル自体に




























































































図 10 の邪魔になる部分は描かれなかった（図 10）。



















































































































































図 17 図 18
作例として《ドローゴーの典礼書》45)（fol.59、図 17）やライヒェナウ修道
























のプルデンティウス写本 264 番》（p.67、図 18）
































































































図 22 図 23
るからである。また「ダヴィデの生涯」に基づく一貫した挿絵サイクルを念
頭に置くならば、ここで「エドム人との戦い」を《黄金詩篇》のクライマッ


























































1) 883-888 年と 890-900 年制作、37×28cm、ザンクト・ガレン修道院図書館所蔵。








一『挿絵の芸術古代末期写本画の世界へ』朝日出版社、1989 年 pp. 3-4.）
















2001 年 p. 102.）




年 pp. 44-131.並びに F. Mütherich / J. E. Gaehde, Carolingian painting, New York,
1976.を参照。）
7) 福島綾太『ザンクト・ガレン修道院図書館所蔵典礼用福音書写本『ザンクト・
ガレン修道院図書館 51 番写本 Cod. Sang. 51』研究』、獨協大学大学院外国語学
研究科ドイツ語学専攻大学院紀要第 29 号、2016 年 pp. 23-49.
8) 古代末期後からカロリング朝の間には、アイルランドのインシュラー美術が、
ヨーロッパ大陸ではメロヴィング朝美術がそれぞれ隆盛していた。





ホレンダー、1976 年 pp. 14-43.を参照。）
10) 820-830 年頃制作、30.5×23.5cm、ザンクト・ガレン修道院図書館所蔵。正式名
称は《ザンクト・ガレン修道院図書館 20 番写本 Cod. Sang. 20》であり、これ
はザンクト・ガレン修道院図書館の分類番号に基づく。
11) 872-883 年制作、38×29cm、ザンクト・ガレン修道院図書館所蔵。正式名称は
《ザンクト・ガレン修道院図書館 23 番写本 Cod. Sang. 23》であり、これはザ
ンクト・ガレン修道院図書館の分類番号に基づく。
12) J. R. Rahn, Das Psalterium aureum von Sanct Gallen, Ein Beitrag zur Geschichte
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15) F. Mütherich, Die verschiedenen Bedeutungsschichten in der frühmittelalterlichen
Psalterillustration, in: Frühmittelalterliche Studien 6, 1972, pp. 232-244.
16) C. Eggenberger, Psalterium aureum Sancti Galli: Mittelalterliche Psalterillustration


















その裏側をヴェルソ（verso、ヴェルソ）と呼ぶ。（越宏一、2001 年 pp. 8-9.）な
お、本論ではフォリオ、レクト、ヴェルソはそれぞれ fol.、r、v と略す。
21) ページは 36.1-36.6×26.3-27.9cm とサイズ幅に揺れが認められる。（Eggenberger,
1987, p.23.）
22) A. v. Euw, Die St. Galler Buchkunst vom 8. bis zum Ende des 11. Jahrhunderts, Band
I: Textband, St. Gallen, 2008, p. 400.
23) 聖ヒエロニムス（347-419 年）がギリシア語版の七十人訳聖書をラテン語に翻
訳した 3 つの詩篇の内、2 番目の訳のものにあたる。ヒエロニムスが改訂し、
カトリック教会公認のラテン語版聖書となった「ウルガータ版聖書」にも編入
されている。また、ウルガータ版聖書の詩篇はヘブライ原典と数え方が異なる
ため、両者で一致するのは第 1 篇から第 8 篇、そして第 148 篇から第 150 篇の
みである。それ以外はウルガータ版聖書の方がヘブライ原典よりも大抵 1 つず




24) 多くの詩篇写本は外典的な第 151 篇のテクストも含んでいるが、《黄金詩篇》
には欠けている。（Eggenberger, 1987, p.26.）
25) 詩篇以下の全 5 巻に分けられる。すなわち、第 1 篇から第 40（41）篇までを
第 1 巻、第 41（42）篇から第 71（72）篇までを第 2 巻、第 72（73）篇から第
89（90）篇を第 3 巻、第 90（91）篇から第 105（106）篇を第 4 巻、そして第
106（107）篇から第 150 篇の 5 つである。
26) ヴェルナー・フォーグラー編、阿部謹也訳『修道院の中に見るヨーロッパザン
クト・ガレン修道院にみる』、朝日出版社、1994 年 p.92.、Eggenberger, 1987, pp.
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27) フォーグラー、1994 年 p.84.
28) Eggenberger, 1987, p.31.










31) Eggenberger, 1987, p.31.
32) O. Pächt, Buchmalerei des Mittelalters: Eine Einführung, München, 1984, pp. 45-47.




35) Pächt, 1984, pp. 69-71.
36) 「ルカによる福音書」冒頭はウルガータ版聖書に従うと「多くの人々が既に手










Late Antique and Early Christian Book Illumination, London, 1977 参照。
42) 古典古代では紫貝で羊皮紙全体を染めたものを使用していたが、《黄金詩篇》
においてはフォリウムと呼ばれる染料で必要な箇所のみを彩色しているとい
った違いがある。（フォーグラー、1994 年 p. 84）
43) Eggenberger, 1987, p. 44.
44) 《フィロカルスの暦》は冊子本の体裁をとる 354 年のローマのカレンダーであ
るが、そのオリジナルは現存していない。しかしながらいくつかの複製が今日
までに伝えられている。最も原本に近いとされているのは、カロリング朝時代










47) Eggenberger, 1987, pp. 56-58.
48) Eggenberger, 1987, p. 55.
49) 400 年頃制作、21.9×19.6cm、ヴァチカン図書館所蔵。
50) Eggenberger, 1987, pp. 168-177.、鼓みどり『ユトレヒト詩篇挿絵研究―言葉の織






は《ザンクト・ガレン修道院図書館 53 番写本 Cod. Sang. 53》であり、これは
ザンクト・ガレン修道院図書館の分類番号に基づいている。
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